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         新宿区立 戸山小学校 

コロナ禍での変化 

校長 百合野 壽郎 

6月20日に新型コロナウイルス対応の緊急事態宣言が解除さ

れ、7月11日まで、まん延防止等重点措置に移行しています。

まだまだ予断は許されませんが、子ども達はそんな中でも、

引き続き新型コロナウイルスの感染拡大予防に気を付けて、

一生懸命学習に取り組んでいます。 

さて、新型コロナウイルス対応が始まってから、あっという

まに1年以上が過ぎました。未知のウイルスに誰もが不安を感

じ、全てがストップした昨年と異なり、集団での活動や校外

での学習に規制はかかりながらも、「学校の新しい生活様

式」のもと、できることはできる・やれることはやるという

考えのもと、学校では学習活動を進めています。 

行動に規制がかかっていることを除くと、まるで何事もな

かったかのように、学校生活がおくれているのは、戸山小で

は、子ども達や保護者・地域の皆様のご理解のもと、感染予

防対策下における「学校の新しい生活様式」がしっかりと守

れているおかげだと思っています。 

では、この1年間で、何が変わったのか。実は校長として、

子ども達の変化を感じています。 

・主体的に考えられるようになったこと 

  新しいことがどんどん出てくる中で、人に言われたこ

とをやっているだけでは、周りに取り残されてしまい

ます。次に求められることは何かを考え、自ら進んで

行動できるような態度が、身に付いてきています。 

・周りを見て行動できるようになったこと 

  未知の感染症対策に取り組む中で、自分勝手な行動を

とっていては、自分自身にも周りにも迷惑をかけてし

まいます。互いに何をすることが大切なのか、思いや

りの心が育っています。 

・規範意識が高まったこと 

  学校の新しい様式は、みんなが守らなければ意味があ

りません。感染防止をはじめ、守らなければならない

ルールを、皆が意識して取り組めるようになっていま

す。 

 ・朝の挨拶が元気になったこと 

   大きな声ではだめなのですが、自分から朝の挨拶をし

てくれる子ども達が増えてきました。子ども達の元

気な声（顔）をみると、今日も頑張ろう（私が）と

いう気持ちにさせてくれます。 

学習面では、GIGAスクール構想による、タブレットパソコ

ンの活用など、学習形態も急激に変化をしています。新しい

ことで戸惑うことも多いのですが、時代の要請に教育界も必

死に追い付こうと先生方も日々頑張っています。 

コロナ対応は、ある意味、学校が前例に取らわれず、大き

く変われるチャンス（変わらずを得ない状況）でもありま

す。コロナ禍だからできること。コロナの収束後を見通して

やらねばないことを、しっかりと見据えて、計画的に取り組

んでいく事が大切です。 

新しい戸山小づくりに教職員一同、全力で取り組んでいきま

す。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 
 

主幹教諭 上野 恵 

あのワクワクスクールが、リニューアルして復活します！ 

ワクワクスクールとは、戸山小学校が地域協働学校の取り組

みとして、夏休みの４日間に行ういわゆるサマースクールのこ

とを指します。大きな特徴は、近隣の３つの学校(海城中学・

高校、保善高校、戸山高校)の学生達が、ワークショップを開

催することです。生徒会が中心となり、各クラブが、それぞれ

の得意分野を生かしたワークショップを企画・運営してくれま

す。例えば、高校生とクイズ対決、時刻表を使った旅プランの

企画、奇術（マジック）、演奏会と楽器紹介などです。 

今年度は、感染予防対策として、オンラインという新しい様

式で開催します。残念ながら、高校生と対面で交流することは

できないのですが、デジタルネイティブ世代が ICTを駆使し、

オンライン会議と動画配信を組み合わせて実施します。戸山小

学校児童は、戸山小内の教室で受講することになります。 

今年度は感染予防の壁があったり、高校生もオンライン授業

で登校していなかったり、活動が十分にできていない部活動が

あったりして開催が危ぶまれました。しかし、「チーム★ワク

ワク」は、これが小学生と高校生の両方にとって多くの学びが

ある貴重な機会だと考え、「自分たちにできることは何か」を

考え、実施にこぎつけました。 

年の近い、そしてすぐ近くにある学校の高校生が、自分の興

味のあることをキラキラしたまなざしで語る姿は、大人の我々

が教室で教えることよりも、何倍もまぶしく映るかもしれませ

ん。 

「もっと知りたい、やってみたい。」 

「大きくなったら、自分もこんなことをしてみたい。」 

先が見えない、閉塞感のあるこんな時世だからこそ、子ども

たちの心に憧れや希望が芽生えるような機会にしたいと考えて

おります。 

また、通常の授業と同様に、異学年が一様に会した学習はで

きませんので、今年はそれぞれのワークショップが学年を限定

しての募集となります。学年を超えての参加はできませんの

で、その点はくれぐれもご了承ください。先日配布された案内

のお便りをよくお読みいただき、該当学年のワークショップに

申し込んでください。 

 

 

 


